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T月号

村
内
保
育
所
で
修
了
式

し
た
。

（相
内
保
育
所
）

＞
修
了
式
後
は
、
お
別
れ
会
を
開
催
し
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
す
ご
し
ま
し
た

⌒十
三
保
育
所
）

昭和58年度 じめさん保育所 修了式

今月の主な記事―一一――
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中
学
校
で
も

が
ん
ば
り
た
い

中
学
校
で
は
、
気
持
を
引
き
し

こ
れ

か
ら
も

が
ん
ば
れ

′

植野 幸司 くん 青山由美子 さん

自
転
車
通
学
で

太
田
小
学
校

（浅
野
敏
雄
校
長
）

の
事
業
証
書
授
与
式
が
、
二
月
二

と
、
浅
野
敏
雄
校
長
か
ら
事
業
証

書
、
担
任
の
間
山
弘
海
教
諭
か
ら

事
業
証
書
を
手
渡
し
た
浅
野
校

し
て
き
た
。
他
人
の
心
を
広
い
心

続
い
て
、
成
田
義
衛
収
入
役
、

工
藤
昇
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
そ
れ

卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

』̈
　一一『一一一”一̈中警一

（川
嶋
定
和
校
長
）
の
昭
和
五
十
　
　
部
制
と
し
て
併
置
し
て
以
来
、
百

八
年
度
事
業
証
書
授
与
式
が
、
三
　́
　
七
十
六
人
の
事
業
生
を
送
り
込
む

式
場
に
は
、
学
窓
を
巣
立

つ
わ
　
　
宮
野
球
場
で
開
催
し
た
全
国
大
会

い
う
父
母
や
実
社
会
に
旅
立
つ
後
　
　
絞
軟
式
野
球
部
が
ベ
ス
ト
８
の
進

手
賞
な
ど
の
賞
状
も
伝
達
さ
れ
ま

明 日に はば
｀
たけ

請 T経 3人が巣立ち
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の
出
発

が

「
先

輩

の
築

い
た

伝

統

は

私

た

っ
て

明

日

か

ら

の
生

活

に
胸

を

張

▲
卒
業
証
書
は

一
人

一
人
に
長
谷
川
校
長
か
ら
手

く
卒
業
証
書
を
手
に
し
た
卒
業
生
は
教
師
、
在
校

生
の
大
き
な
拍
手
に
送
ら
れ
ま
し
た
。



円の黒字―
別会計 の決算 が12月 定例村 議

1,616,671千 円、歳 出 1,580,444

な りま した。

れがどのように使われている

す。

広報
`ι

チ4 (4)

97,212円

昭
和
５７
年
度
の
主
な
事
業

●
国
民
健
康
保
険
事
業

●
簡
易
水
道
事
業



昭和57年度

―約3ヮ 622万

昭和 57年度一般会 計 と各特

会 で承認 され ま した。

一 般 会 計 の歳 入 総 額 は、

千 円で、 36,227千 円の黒字 と

みなさんが納めた税金、そ

か、あらましをお知らせしま

11義 薔|:属 肇
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ヤ
マ
セ
対
策
に
防
風
ネ

ッ
ト

各
部
落

で
″健

苗
″
講

習
会

す
が
、
今
冬
の
雪
は
六
年
ぶ
り
の

大
雪
で
、
畑
作
、
水
稲
な
ど
の
遅

れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
浦
村

・
市
浦
村
農
業
協
同
組

合

・
金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所

健
苗
育
成

不

順

天

候

に
も

耐

え

得

る

健

苗

の

健
苗
三
・
五
運
動
の
展
開

健
苗
の
作
り
方

健
苗
を
育
成
す
る
た
め
の
管
理

ヤ
マ
セ
の
常
習
地
帯
で
あ
る

本
村
は
、
四
年
連
続
の
冷
災
害

こ
と
も
必
要
で
す
が
、
寒
冷
地



子供 の声援 に
ママもハ ッスル

村民体育大会冬期大会

(7' 広報ιチ4

―
チ
す
る
監
督
の
姿
や

「
マ
マ
、

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
　
優
勝
＝

十
三

一
チ
ー
ム
、
準
優
勝
＝
相
内

十
三

二
総
合
優
勝

三
種
日
で
親
睦
深
め
る

和

と

健

康

保

持

、

ス
ポ

ー

ッ

の
振

興

を

は

か

ろ

う

―

。

と

毎

年

二

月

の
第

一
日

曜

日

に
、

村

内

地

区

別

第

二

日

曜

日

に
開

催

す

る

夏

期

大

会

と

の
総

合

優

勝

制

を

と

っ
て

い

-49-
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記念 メダルを胸に金木高相内分校野球部員

口
圏

日

□

高
校
）
県
選
手
権
大
会
ヤ
リ
投
競

技
及
び
県
高
校
新
入
大
会
ヤ
リ
投

競
技
に
お
い
て
優
勝
。

▽
個
人
＝
下
澤
　
伝

（五
所
川

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
に
お
い
て
優

勝
三
回
。
東
北
大
会
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
で
準
優
勝
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
及
び
国
体
で
五
位

▽
個
人
＝
梶
浦
裕
子

（本
造
高

校
）
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ヤ
リ
投
競
技
及
び
県
高
校
陸
上
新

人
大
会
ヤ
リ
投
競
技
で
優
勝
。

相
内
分
校

（軟
式
野
球
部
）
第
二

体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技
兼
第
二

制
軟
式
野
球
大
会
予
選
で
優
勝
。

第
二
十
回
全
国
高
等
学
校
定
時

制
通
信
制
軟
式
野
球
大
会
で
準
々

決
勝
へ
進
出
、
ベ
ス
ト
８
と
な
る
こ

岩
間
春
彦
、
工
藤
広
行
、
秋
田
谷

康
浩
、
佐
藤
和
彦
Ｄ

（野
球
部
）
第
二
十
八
回
市
町
村

軟
式
野
球
競
技
で
優
勝
。
＝
チ
ー

ム
メ
ン
パ
ー
＝
工
藤

一
臣
、
秋
田

谷
富
男
、
中
村
寛
二
、
下
山
裕
逸
、

鎌
田
和
廣
、
奈
良
義

一
、
小
寺
昭

直
、
小
野
義
秀
、
奈
良
睦
英
、
吉

田
誠

一
、
工
藤
広
直
、
菅
原
健

一
、

梶浦裕子 さん  梶浦千可子 さん

功
績
に
大
き
な
拍
手

―
ツ
賞
授
与
式
は
、
二
月
四
日
午

前
八
時
二
十
分
か
ら
、
村
民
約
二

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
二
団
体
、
三
個

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
メ
ダ

各
大
会
で
好
成
績
を
残
し
た
人
た

ね
て
、
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

尽
く
し
て
ほ
し
ぃ
」。
と
激
励
、
受

（金
木
高
校
相
内
分
校
野
球
部
）

が
謝
辞
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努

力
と
功
績
に
、
集
ま
っ
た
村
民
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

目
旧

旧

園

圏

□

明日をささえる

子供の健康

四

月

七

日

は

「
世

界

保

健

デ

ー
」

「
明

日

を

さ

さ

え

る

子

供

の
健

康

」

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
精
神
状
態

も
胎
児
の
発
育
に
関
係
す
る
と
い

休
養
や
睡
眠
を
よ
く
と
り
、
軽

い

運
動
な
ど
を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を

市浦体協野球部代表の奈良義一さん

O③O
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新 学 期 を控 え て

子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

中
学
生
以
下
の
子
供
の
死
者
は

占

め

て

い
ま

す

。

次

い
で

、

駐

停

， 壌
■

‐‐共
壌
壊
轟
■
・．

一よ

〓

〓

″

議

ト

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
原
因
を
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地

図

で

す

の

で

、

細

々
な

山

は

省

略

し

て

い
ま

す

が

、

山

王

坊

新
野
教
授
の
論
文
に
よ
っ
て

「山
王
坊
」
は
神
聖
な
場
所
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「山
王
坊
の
社
殿
の
背
後
の

山
の
中
間
斜
面
と
も
い
う
べ
き

流
れ
出
し
が
あ
る
。　
一
見
し
て

神
秘
感
を
伴
わ
ぎ
る
を
得
な
い

自
然
地
形
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

原
始
縄
文
以
前
以
来
の
聖
地
で

あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

」。
と
お

私
が
登

っ
た
西
側
の
峯
が
男
山

で
、
古
来
か
ら
の
信
仰
の
山
、

神
々
の
鎮
り
ま
す
山
々
で
あ

っ

石

に
宿

る
神

々

ι
燿
乳
６
ｏ

力
・脅
は
ね

信

仰

の

山

発
掘
中
に
加
藤
教
授
が
、
「こ

の
後
ろ
の
山
の
古
地
図
が
な
い

承

け

流

し

て

い
た

の

で

す

が

、

す

ぐ

に
先

生

の
御

趣

意

が

ひ

ら

め

い
た

の

で

、

神

殿

跡

東

側

の

巨

石

を

た

ど

っ
て
頂

上

ま

で

登

平

た

い
個

所

も

あ

り

ま

し

た

。

帰

り

は

新

道

を

西

に
歩

い
て

、

笹

原

か

ら

現

日

吉

神

社

の
拝

殿

に

こ

の

一
帯

が

信

仰

の
山

で

あ

帰

宅

し

て

か

ら

、

義

姪

が

持

ち

込

ん

だ

地

図

が

あ

っ
た

こ

と

が
上
図
で
す
。
藩
政
時
代
の
も
　
　
　
太
古
の
私
た
ち
の
祖
先
は
、

の
で
す
け
れ
ど
も
、
「山
王
坊
」
　

　

山
や
石
や
木
に
神
々
が
宿
る
も

「春
日
内
観
音
」
の
図
が
描
か
　

　

の
と
考
え
、
そ
れ
ら
を
御
神
体

れ

て

い
ま

し

た

。

大

ざ

っ
ぱ

に
、
　

と

し

て
崇

め

祀

っ
た

も

の

で

あ

あ

る

目

的

に

よ

っ
て

描

か

れ

た

　

　

り

ま

す

。

発
掘
に
た
ず
さ
わ
っ
た
同
志

の
太
田
文
雄
氏
が
拝
殿
跡
東
側

の
巨
巌
を
清
掃
し
て
い
ま
し
た
。

何
と
な
く
霊
感
を
覚
え
た
も
の

で
し
ょ
う
か
、
私
を
呼
ん
で
自

い
も
の
が
散
在
し
て
い
る
こ
と

と
、
そ
の
巌
に
割
れ
目
が
彫
ら

れ
た
よ
う
な
こ
と
を
話
し
た

体
を
表
わ
し
た
女
神
で
あ
ろ
う

新
野
先
生
は
、
こ
の
最
石
を

「幼
児
を
抱
い
た
人
の
形
「
お

地
蔵
さ
ん
」
と
ル
籐
し
て
い
ま

れ
の
意
味
や
役
割
を
持

っ
て
、

こ
の
山
に
位
置
し
、
各
々
が
信

仰
の
対
象
と
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
神
秘
性
を
備
え
て
い
た
も
の

私
た
ち
が
平
素
何
気
な
く
足

躙
に
し
て
い
た
、
こ
の
聖
地
の

の
鎮
り
ま
す
こ
の
聖
地
を
保
護

に
謝
罪
す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

⑩

ぬ
　
の
　
部

糠
サ
針
　
手
応
え
が
な
く
効
果

楡
〓
飛
持‘
っ
た
ら
摯
に
い
ぐ
ナ

辛
い
思
い
を
し
て
婿
に
行
く
よ
り

苦
し
く
て
も
独
立
せ
よ
と
い
う
意

温
い
ば
入
る
、
熱
い
ば
上
が
る

盗
み
気
ど
大
工
気
ア
無
い
者
ア

な
い
　
ど
ん
な
人
に
も
大
工
仕
事

の
素
質
が
あ
る
よ
う
に
盗
み
気
も

よ
り
離
れ
幸
い
　
温
い
床
の
離
れ

は

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
つ
ま
り

一
町

凛
対
に
も
勁
嵐
あ
り
　
ど
ん
な

こ
と
に
も
理
く
つ
は
つ
け
ら
れ
る

盗
人
に
暇
有
っ
て
も
番
人
の
暇

無
え
　
盗
む
方
に
閑
は
あ
っ
て
も
、

濡．
れ
警
サ
熟
　
ぬ
れ
た
手
で
粟

を
つ
か
め
ば
、
あ
わ
粒
が
ま
び
れ

つ
い
て
、
労
せ
ず
多
く
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
骨
を
折
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情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

国民年金

加入届出を忘れずに

交通事故無料相談

お気軽にどうぞ

交通 災害共済へ加 入 を

一日1円で家族安心

印鑑証明

本人 の手 で請求 を

サ ラ リーマ ンと税金

納税は完了しますが、①給与の年
収が1千万円を超える人、②給与

い人でも、①多額の医療費を支払
った人、②災害などにあい、財産

轟:

自
党
を
も

っ
て
事
故
防
止

六
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
み
ま
わ
れ

た
本
村
も
、
よ
う
や
く
雪
ど
け
の

で
は
交
通
事
故
に
よ
る
悲
劇
が
依

に
は
、
信
号
機
を
増
や
し
た
り
、

道
幅
を
広
く
す
る
と
い
っ
た
環
境

っ
た
自
党
を
わ
た
し
た
ち

一
人

一

ド
ラ
イ
パ
ー
、
歩
行
者
、
自
転

車
利
用
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
あ
る
家
族
が
交
通
安
全
に
つ
い



広報ιチろ na

圭
目
篤
ソ
存
十
Ｑ
Ｊ
κ
Ｈ
И
Ｈ
И
Ｈ
κ
Ｈ
И
Ｈ
И
Ｈ
И
Ｈ
レ
Ｈ
　
　
　
　
　
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ま
つ。

」中〕」ヽ中」いい」い̈〕】」一中）〕い」緯」】〕　　　　　　一【「一［一中赦鮮メ膵ギ

に
は
、
時
と
し
て
、
他
人
に
対
す
　
　
他
人
と
の
共
存
に
よ
っ
て
成
り
立
　
　
の
生
活
の
中
で
、
年
齢
に
応
じ
て

痛
村
」
計
一
『
］
［
岬
一
一
〓曖
　
　
　
口
幽
因
囲
□
問
闇
田
□
旧
□

は
子
供
た
ち
が
ま
だ
社
〈スの
仕
組
　
　
世
の
中
を
知
っ
て
自
分
を
見
つ
め
る

世
の
中
の
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
と

頼
感
と
思
い
や
り
の
心
こ
そ
、
社

め
に
も
、
人
と
の
出
会

い
。触
れ
合

い
を
大
切
に
し
、″対
話
″の
機
会
を

く
つ
ろ
げ
る
部
屋
を
寝
室
に

び．
ょ．
う．
ぶ．
な
ど
を
立
て
て
も
よ
い

寝
　
　
具

村
元
　
士心
穂

（磯
　
松
）
尚
　
悦

工
藤
　
恵
理

（十
　
一．３
　
一　
臣

佐
藤
　
小
巻

（相
　
内
）
祐
　
蔵

成
田
　
春
美

（脇
　
元
）
英
　
雄

小
寺
絵
里
花

（脇
　
元
）
勝
　
俊

自
川
　
　
舞

（
磯
　
松
）
日
出
男

秋
元
　
雄
希

（十
　
一こ

洋
　
文

山
田
　
範
栄

（脇
　
元
）
範
　
雄

三
和
　
佑
治

（相
　
内
）
清
　
春

寝
た
き
り
の
お
年

を
寝
室
に
当
て
る
の

後
、
湿
度
は
六
〇
％
前
後
が
理
想

ま
た
、
体
を
ふ
い
た
り
寝
具
を

取
り
替
え
る
と
き
は
、
室
温
を
二

窓
の

一
方
は
閉
め
る
配
慮
が
必
要

つ
く
り
汗
を
流
し
て
働
く
喜
び
を

と
、
日
常
生
活
に
規
制
を
加
え
た

富
な
生
活
体
験
を
通
し
て
自
主
性

判
断
す
る
こ
と
の
積
み
重
ね
の
中

で
、
自
己
の
確
立
を
図
っ
て
い
く

お
年
寄
り
に
は
、
十
分
納
得
し
て

寄
り
の
気
持
ち
を
無
視
し
て

一
方

的
に
事
を
運
ぶ
と
、
心
の
安
定
を

ベ
ッ
ド
が
無
理
な
と
き
は
、
畳

蝙
）嬉

（静け　由申　一耐海藁一

（中輝千離摯　一岬　剌一

（′‐ヽ須義　制鋳　一い辺利一

（枷螂　信に　一紳　曜一

（本′‐、制ぃな〔　一紳　畔一

（榊絲　紳慟　一尋ヶ嚇一

⌒に『木梓碑　一嘲　勁一

∩
剛

∪

坂
井
健
二
郎

（十
　
一二

８．
歳

: O④ OO⑬ ① OO④  :

: 長男 泰大ちゃん (1歳)  :

:  育 Fお ばちゃんの結婚式だか :


